
 

 

 

 

 

 

 

 

  ＥｘｃｅｌシートによるＯＤＦ図表示と方位解析 
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概要 

 ＯＤＦ図は、材料の方位解析では一般的な表示法であるが、表示が目的ではありません。 

   ＣＴＲソフトウエアでは、各種測定極点図から極点処理を行い、各種ＯＤＦ解析ソフトウエアで処理を 

   行ったＯＤＦＥｘｐｏｒｔファイルから方位解析をおこなっている。 

   今回、手持ちのＯＤＦ解析データのＥｘｃｅｌシートからＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエアに 

   入力し、解析を行う手段を説明します。 

  

データ処理の流れ 

 

      

 

Ｅｘｃｅｌで上記各種ＥｘｐｏｒｔＯＤＦファイルを作成すれば、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙの機能が使えます。 

以下にＬａｂｏＴｅｘがＥｘｐｏｒｔするＯＤＦデータを示し、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙの機能を説明します。 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘテキストデータ 

 

 

 データの区切りは tabあるいは space 

 

 

 

 



ｅｕｌｅｒ角度と結晶方位{hkl}<uvw>の関係 

Ｃｕｂｉｃの場合 

    結晶方位からｅｕｌｅｒ角度計算 

  

    ｅｕｌｅｒ角度から結晶方位計算 

Ｃｕｂｉｃの特別な方位入力 

  

 



Ｃｕｂｉｃ以外のｅｕｌｅｒ角度と結晶方位 

  

 

Ｈｅｘａｇｏｎａｌの場合はＨｅｘａＣｏｎｖｅｒｔに遷移する。 

  



テキストデータからＯＤＦ図表示 

 材料の選択   テキストデータの入力 

 

 

マウスカーソル位置の結晶方位計算 



方位解析 

 

 

Ｆｉｂｅｒ解析 

 

β-skeketonの場合 

  



ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙの詳細はＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙの説明書を参考にしてください。 

 

又、ＥｘｃｅｌシートからＯＤＦデータをＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙに取り込みＬａｂｏＴｅｘで処理する場合 

http://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC2/StandardODF-LaboTex.pdfを参考にして下さい。 

 

http://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC2/StandardODF-LaboTex.pdf

